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第１章
「わがやネット」と「かぐてんぼう隊」

・福祉住環境コーディネーター合格者の集まり。
・高齢者の住環境整備について研究している。
・２０００年に発足。
・活動は、ＮＨＫ「オトナの試験」に紹介される。
・２００４年に代表が名城大学大学院に入る。
「在宅支援とまちづくり」に関する研究を開始。



デイサービスの環境
チェックをしているところ
です。高齢者本人や、介
助者が使いやすい環境
を整えるためのアドバイ
スを行っています。



住環境整備の評価と
地域住民が手すりを取り
付けることができる技術
指導を目指しています。



家庭内事故を防止するため

• 手すりの取り付け
• 段差の解消
• 火災報知器の取り付け

時間を気にせず丁寧に話を
聞きながら作業をする職人を
独居老人から喜ばれた

高齢者の職人
会社を卒業したヤングシニア

２００２年４月から
トライアル開始。



きっかけは、

大学教授から
の

何か社会貢献
活動を考えて
くれないか？

わしらは、家具の
下敷きになって死
ぬのか！？

今まで関わってき
た介護保険制度
利用の利用者さ
ん達の顔



第２章
かぐてんぼう隊の誕生



学生部隊の養成と
施工キャンペーンの実施



２００４．１１
研修を行い→隊員とする

ことを提案する

東京消防庁の方が、ＮＨＫ「ご近所の底力」
に出演された。上京し、指導を受けた。

同窓会の先輩へ連絡
「先輩！施工指導ができ
る先輩を紹介して下さい」

２００４．１２
同窓会の先輩が講師となって
家具固定の研修会を開催

「学生に家具や建物の下地の
知識や家具固定の方法を指
導する必要がある」と考えた。

現場実習をやらないと
感覚が分からないな・・・。

立川先生宅、学生宅で実践実習を
行った＝基本は「自助」

学生達に家族を説得してもらい
自宅を実習の場とさせてもらった

ネーミングを考えた方が
いいかな

家具固定の方法はどのような
方法で、効果はどうなのか調

べなくては

家具が転倒するのを予防する部隊として
「かぐてんぼう隊」と命名



かぐてんぼう隊養成研修
（学生部隊）



学生たちは、
かぐてんぼう隊の研修修了

晴れて
正隊員になりました。

活動日：毎週土曜日



次は現場経験をする必要が
あるかな・・・

以前、面識のあった天白区平針北学区の
学区長さんに相談した。

学区長さんから、
平針北学区の民生委員長さんを

ご紹介頂いた。

平針北学区の民生委員さん１０人が担当の
高齢者宅へＰＲして下さった。

３０件、施工することになった。

活動を行う上で、トラブルが
発生しないように危機管理
をチェックする必要があると

思いました。

傷害保険の確認や、弁護士
さんと相談し、トラブル回避の
ための書類を作りました。

費用は立川先生から「頂いて
はいけません」と言われまし
たが、金物代だけでも・・・

２００５．１．１７から
第一回施工キャンペーンを開始した。

朝日、中日、毎日新聞
ＮＨＫ、名古屋テレビ、中京テレビで紹介された。



施工キャンペーン



第一回キャンペーンを行った反省

施工を行うことで目一杯だったため、

• 利用者の「感謝」の言葉を学生達に聞かせて
あげられなかった→活動のやりがい、喜びへ

• 利用者との会話の時間を取ることができな
かった→コミュニケーションから見守りへ

• マスコミ報道で、１００件近い問い合わせが
あった→地域住人の施工部隊の必要性

• 事前調査と必要金物の準備について検討課
題となった→円滑な施工



課題の解決→活動の目的へ

①研修に参加した受講生は自分の家を施工する→自
助
②地域住民が主体となり施工部隊を結成→共助→生
きがい、やりがい→生涯現役→手すりの取付等簡
易工事
③学生が利用者に喜ばれる→やりがい教育
→インターンシップ

家具の転倒予防対策を通して
持続可能な防災と福祉のまちづくり
をめざしていく



１年後のアンケート調査
実施：２００６年１１月

第一回施工キャンペーンIN平針北学区
施工した２５件を対象に

聞き取り調査を行った。

そのうち、アンケート回答者 ２０名

・平均年齢 ７４．６７歳

・性別 女性



災害時において親族がすぐ来れるとこ
ろにいますか？

避難場所はどこかしっていますか？

1．徒歩３０分
以内
40%

2．車で３０分以
内
35%

3．車で１時間
以内
5%

4．車で１時間
を超える
20%

1．徒歩３０分以内

2．車で３０分以内

3．車で１時間以内

4．車で１時間を超える

1．特にない
50%

2．ある
15%

3．分からない
35% 1．特にない

2．ある

3．分からない

避難所に行くまでに危険と感じるとこ
ろはありますか？

ご自宅でされていた防災対策方法
を教えてください

1.住まいの耐震補
強
0%

2.家具転倒・落下の
防止
31%

3.防災訓練・避難訓
練への参加
3%

4.非常用食料・飲料
水の備蓄
18%

5.風呂水のためお
き
12%

6.避難所の確認
15%

7.その他
21%

1.住まいの耐震補強

2.家具転倒・落下の防止

3.防災訓練・避難訓練への参
加

4.非常用食料・飲料水の備蓄

5.風呂水のためおき

6.避難所の確認

7.その他

1．知っている
71%

2．知らない
24%

無回答
5%

1．知っている

2．知らない

無回答



かぐてんぼう隊をほかにも勧めたい

ですか？

かぐてんぼう隊により地震に対する不安は
どれくらい軽減できたでしょうか？

1.安心することがで
きた
40%

2.少し安心すること
が出来た
30%

3.まだ少し不安であ
る
25%

4.大変不安なままで
ある
0%

無回答
5%

1.安心することができた

2.少し安心することが出来た

3.まだ少し不安である

4.大変不安なままである

無回答
1．はい
89%

2．いいえ
11%

1．はい

2．いいえ

知り合いがいないから 家庭の事情があるから

※「いいえ」の理由

家具固定の必要性は何で感じましたか？

施工に対する満足度は？

1.自分や家族を守
る上で必要だと思う

から
42%

2.時間をかけずに
実施できるから

3%

3.お金がかからない
から
9%

4.実施方法が簡単
だから
9%

5.他人から勧めら
れたから
6%

6.テレビや本で見た
から
28%

7.その他
3%

1.自分や家族を守る上で必
要だと思うから

2.時間をかけずに実施でき
るから

3.お金がかからないから

4.実施方法が簡単だから

5.他人から勧められたから

6.テレビや本で見たから

7.その他

８９．５％
冷蔵庫・テレビ等は出来ていないのでやりたい

家具の移動等
まだ固定してほしい家具がある



学生部隊の課題

• 学生は卒業していく。後輩へバトンタッチとす
るためにクラブ活動として持続できるようにし
たい。

• ノルマ的に「こなす」のではなく、学生に責任
を持たせ、学生が考えながら開拓していくよう
に指導していきたい。

• OBは、サポーターとして施工の技術指導に
あたってもらいたい。

• 決して、上からの命令で動かしてはいけない。



防災フェア



第３章
愛知県

持続的防災まちづくり企画提案事業
２００５年

地域に根ざし
た活動とする
ために



かぐてんぼう隊養成研修の内容確立
とテキストの編集

トータルグッズ
６０アイテム（研修用）

この他グループごとに
簡易BOXを３セット用意

名城大学鈴木博志研究室
電動ドライバー４台・電動ドリル２台購入

主な内容

隊員としてのマナー

建築下地の種類

家具の種類

固定の種類と方法

労働災害の防止対策

など



養成研修と施工キャンペーン
の流れを確立

地域でのかぐてんぼう隊
養成講座の開催（講義＋実習）

実践実習

修了証の発行

ボランティア保険に加入

隊員証の発行

施工キャンペーン 地域での
施工キャンペーンを開催



かぐてんぼう隊養成研修
（社会人部隊）



かぐてんぼう隊養成研修と派遣事業
主に社会人を対象（学生隊員は講師サポート）

３．養成研修と実践実習

①２００５．８

養成研修：防災ボランティアコーディネーターの方々が参加して
下さいました。

実践実習：天白区東山イースト（分譲マンション）
②２００６．２

守山区社会福祉協議会との協働事業

かぐてんぼう隊養成研修を開催

主な参加者：地域住人、守山区防災ボランティアネットワーク
の方々、わがやネット会員

社会人部隊はキャンペーンで施工





実践実習
守山区白山住宅
受講生宅
鉄筋コンクリート造共同住宅



施工キャンペーンの流れ
調査日 日程調整

守山区社会福祉協議会

わがやネット登録
かぐてんぼう隊
（地域隊員）

家具、建物下地確認
取り付け方法説明
平面図へ家具配置記入
承諾書 記名捺印
施工日 日程調整

利用者宅
現地調査

利用者
申込み

連携
家具固定
委託契約

各種申請書
近隣への配慮

模様替え申請等
近隣への声かけ

施工

施工当日

施工キャンペーン
本部設置

隊員の割り振り
施工時の問題会議
隊員コミュニケーション



かぐてんぼう隊養成研修と派遣事業

• 施工キャンペーン

開催日：平成１８年３月１１・１８・２５日（土）
開催場所：守山区市営住宅本地荘（１７件）
建物構造：鉄筋コンクリート造
建物種別：共同住宅
事前調査：畑中、児玉、二村（３名）
隊員参加人数：のべ５７名



３５棟ある市営
住宅です。１６件
のお宅は皆別の
棟でした。

現地調査は、利用者のと調
査員の日程を調整しながら
３日に分けて行った。

調査員／二村・畑中・児玉
電話連絡は児玉のみ。



５種類の書類を準備。
名古屋市供給公社の協
力を得ながら手続きを
行った。利用者にも協
力を得て、近隣挨拶を

お願いした。



分隊長は建築
の職人さんたち
です。

近隣トラブル対
応を現地本部
で行います。

隊員割り振りと
諸注意を行い
ます。





福祉住環境コーディネーターの
全国の仲間へ呼びかけこの後、私は高熱で

２週間倒れてしまいました。

地域住民を動かすことが
先決だと！

国民運動の推進
の目覚め

その甲斐か？
愛知県人に優しい街づくり賞を
受賞しました。

状況が分かりました。

その朗報を持って
名古屋市都市局、健康福祉局、
消防局とわたりあるきました。



第４章
かぐてんぼう隊普及活動



介護者・家族のための講座

• 天白区社会福祉協議会
• 稲沢市社会福祉協議会
• 瀬戸市生涯学習センター
施工講座

• 名古屋市シルバー人材センター
• 東郷町社会福祉協議会
かぐてんぼう隊養成講座

• 徳島市、ＮＰＯ協働事業



徳島市協働事業
NPO法人阿波グローカルネット
地震対策 家具転倒防止 市民講演会

演 題

「安全確保のための住環境、そしてまちづくりへ」
講 演

福祉住環境コーディネーター中部推進協議会
〔通称：わがやネット〕代表 児玉道子氏

日 時 平成１８年８月１日 午後６時～８時45分
場 所 徳島市役所13階第１研修室 駐車可
参加費 無無 料料 どなたでもご参加できます



徳島市へ

徳島市の状況を予
め調査を行った。
地震と津波が危惧

される。
自主防災組織と徳
島大学の学生が
熱い思いあり。

一般参加 ４４名
市役所職員 ５名
NPOメンバー ８名

合計 ５７名

この人数は、徳島市役所
の方は予想外だったようです。



徳島市へ

• 市民講座参加者が
家具固定施工講座を受
講しました。

• 徳島大学の学生や、施
工に関心のある人たち
が集まった。

• 次は施工キャンペーン
の実施です。



第５章
かぐてんぼう隊継続運営のために



運営課題

• 大工さんなどのプロの職人
参加→分隊長

• 隊員への費用支払い→交
通費、お弁当代

• 事務局運営のための諸費
用捻出→受講料でまかなう

• 施工検討会の開催
• 連絡網の充実
• 工具、資材置き場の確保



大工職人や建築士の参加
• 全建愛知（全愛知建設労働組合）
本部へ説明を行う→瑞穂支部から開始。

職人さんは、知識の提供

主役は地域のかぐてんぼう隊

• 耐震化アドバイザー養成講座でのPR
講座前アンケートで、

電動ドライバー等の工具を持っている人 ３０％

家具固定施工の地域ボランティア活動意思 ３８％

家具固定をしている人 ９０％

家具固定を地域で広めたいという意思 ４８％





今後の課題

• 学生部隊を持続させるためには？
• 家具固定の講習 テキストの出版
→市民講座
（概論的内容・家具固定の必要性）
→かぐてんぼう隊の養成講座

• 施工キャンペーンのシステム化
• 地域の自主防災組織とキーパーソンの存在へPR
• 建築技術者は、サポーターに。

主役は地域住人とするために啓蒙活動推進



地道にコツコツ
危機管理を常に考えながら
よりよい道を見つけて
これからも活動をし続けてまいります。

ご指導をお願い申し上げます。
ご清聴ありがとうございました。
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